
「法と開発」における従属論の位相（川畑）

821

 「
法
と
開
発(1)

」
に
お
け
る
従
属
論
の
位
相 

  
― 
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
そ
の
含
意   

 

川　

畑　

博　

昭 

 

は
じ
め
に 

― 
本
稿
の
課
題 

 　

ア
メ
リ
カ
の
比
較
政
治
学
者
で
あ
り
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
政
治
の
泰
斗
ハ
ワ
ー
ド
・
ウ
ィ
ア
ル
ダ
（H

ow
ard J. W

iarda

）
は
、

一
九
六
〇
年
代
前
半
に
は
低
開
発
諸
国
の
発
展
に
楽
観
的
展
望
を
描
い
て
い
た
近
代
化
論
の
理
論
的
前
提
が
、
同
年
後
半
に
は
疑
問

視
さ
れ
始
め
て
い
た
こ
と
に
ふ
れ
、「
近
代
的
合
理
性
」
の
要
素
を
柔
軟
に
取
り
込
み
つ
つ
も
、
決
し
て
そ
の
基
本
的
性
質
を
失
う

こ
と
の
な
い
旧
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
の
中
南
米
社
会
の
分
析
方
法
と
し
て
、
近
代
化
の
た
め
の
伝
統
的
社
会
の
解
体
と

い
う
西
欧
モ
デ
ル
に
立
脚
す
る
マ
ル
ク
ス
と
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
方
法
論
の
非
通
用
性
を
指
摘
し
て
い
た(2)  

。
一
九
六
〇
年
代
に
「
法
と
開

発
」（Law

 and D
evelopm

ent

）
の
名
に
よ
っ
て
生
起
す
る
ア
メ
リ
カ
の
一
研
究
分
野
と
、そ
れ
と
連
動
し
て
「
社
会
的
な
実
験
場
」

（social laboratory

(3)

）と
し
て
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に(4)

展
開
し
た
法
分
野
に
お
け
る
支
援（legal assistance

）の
実
践
も
ま
た
、

ウ
ィ
ア
ル
ダ
の
指
摘
が
示
し
た
よ
う
に
、
近
代
社
会
科
学
の
二
大
巨
匠
を
以
っ
て
し
て
も
解
明
困
難
な
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
法
・
政
治
・
社
会
・
経
済
の
諸
領
域
に
跨
る
理
論
と
方
法
的
問
題
性
の
深
さ
を
顕
在
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 　

本
稿
の
課
題
は
、「
法
と
開
発
」
の
研
究
・
実
践
史
に
お
け
る
従
属
論
の
位
相
を
、
そ
の
意
義
と
限
界
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
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で
あ
る
。
こ
の
研
究
と
実
践
の
動
き
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
ア

フ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
途
上
国
に
開
発
援
助
の
一
環
と
し
て
の
法
支
援
を
展
開
す
る
の
に
併
せ
て
生
ま
れ
た
も
の
の
、
一
九
七
〇
年

代
初
め
に
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
今
度
は
I

M
F
や
世
銀
を
中

心
と
す
る
国
際
金
融
社
会
が
主
体
と
な
り
、
支
援
対
象
も
か
つ
て
の
「
低
開
発
国
」
か
ら
「
体
制
移
行
国
」
へ
と
シ
フ
ト
す
る
な
か

で
、
か
つ
て
の
研
究
・
実
践
も
ま
た
「
新
た
な
法
と
開
発
研
究
」（N

ew
 Law

 and D
evelopm

ent Studies

）
と
し
て
再
生
し
た
。

こ
の
二
つ
の
「
法
と
開
発
」
の
間
に
あ
る
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
開
発
政
治
経
済
学
を
牽
引
し
た
の
は
、

一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
主
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
か
ら
提
起
さ
れ
た
従
属
論
（D

ependence Theory

）
で
あ
っ
た
。
こ
の
理
論

に
関
し
て
は
、「
法
と
開
発
」
の
テ
ー
ゼ
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
こ
か
ら
ジ
ン
テ
ー
ゼ
と
し
て
の
「
新
た

な
『
法
と
開
発
』」
を
導
出
す
る
時
系
列
的
か
つ
弁
証
法
的
把
握
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が(5)

、
こ
こ
で
「
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
」
と
さ
れ
る

従
属
論
と
「
法
と
開
発
」
の
関
係
は
、
そ
れ
ほ
ど
自
明
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
従
属
論
は
直
接
に
は
「
開
発
」
に
対
す
る
「
法
」

の
役
割
・
機
能
を
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く(6)

、
そ
の
意
味
で
、
両
理
論
を
矛
盾
と
し
て
対
置
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
、
従

属
論
に
お
け
る
法
の
一
般
理
論
は
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運

動
」
の
史
的
展
開
を
描
く
に
は
、
従
属
論
に
内
在
す
る
法
的
議
論
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。 

 　

ま
た
、
本
稿
の
叙
述
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
も
の
に
な
る
が
、
そ
れ
は
筆
者
が
、
従
属
論
の
出
自
に
関
す
る
次
の
よ

う
な
認
識
を
共
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
…
…
従
来
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
と
を
問
わ
ず
、
学
問
の
世
界
で
は
欧
米

か
ら
も
っ
ぱ
ら
理
論
を
輸
入
す
る
受
け
身
の
立
場
に
あ
っ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
が
、
従
属
論
の
場
合
は
理
論
の
輸
出
国
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
北
か
ら
南
へ
の
学
問
の
流
れ
を
常
態
と
す
れ
ば
、
従
属
論
の
登
場
に
よ
り
、
南
か
ら
北
へ
と
部
分
的
な
還
流
現
象
が
生
じ

た
と
も
い
え
る
。
い
ま
仮
に
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
主
体
的
形
成
を
以
っ
て
学
問
の
自
立
化
の
一
端
と
す
る
な
ら
ば
、
や
や
逆
接
め
い
た
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言
い
方
で
あ
る
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は 

従
属
0

0 

論
に
よ
っ
て
、
一
定
の
学
問
的 

自
立
0

0 

化
を
達
成
し
た(7)

…
…
」（
傍
点
は
原
文
）。
こ
の

よ
う
に
指
摘
し
た
同
じ
筆
者
は
従
属
論
を
、
の
ち
の
世
界
シ
ス
テ
ム
論
、
不
等
価
交
換
論
、
生
産
様
式
接
（
節
）
合
論(8)

へ
の
理
論
的

源
流
と
し
て
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
ま
ず
、「
米
州
関
係
の
分
析
枠
組
み
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
が(9)

、

こ
れ
は
、「
近
代
化
論
」
を
理
論
的
骨
子
と
し
つ
つ
自
ら
の
法
文
化
的
価
値
に
よ
っ
て
「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
を
展
開
し
た

ア
メ
リ
カ
に
対
し
、
従
属
論
に
い
わ
ば
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
的
反
射
鏡
」
と
し
て
の
意
味
を
読
み
込
む
も
の
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
。 

 　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
ま
ず
、
一
九
六
〇
年
代
の
「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
を
生
み
出
し
た
背
景
を
概
観
し
、

理
論
内
部
の
構
造
を
と
り
わ
け
近
代
化
論
と
の
「
接
合
」
の
契
機
に
着
目
し
て
捉
え
る
。
こ
う
し
て
、
従
属
論
が
生
み
出
さ
れ
る
前

提
を
踏
ま
え
、
こ
の
理
論
に
お
け
る
「
法
」
と
「
開
発
」
に
関
す
る
側
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
で
、
最
後
に
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
の
「
国
家
」
と
「
法
」
の
観
点
か
ら
、
従
属
論
が
も
ち
え
た
理
論
的
射
程
と
意
義
を
探
っ
て
み
た
い
。 

 

一　
「
法
と
開
発
」
研
究
・
運
動
の
背
景
と
構
造 

 （
一
）
国
際
政
治
経
済
的
背
景 

 　

現
代
西
洋
型
の
開
発
理
論
は
、
少
な
く
と
も
啓
蒙
思
想
期
に
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
る
が
、「
政
策
的
意
図
、
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
、

研
究
領
域
と
し
て
」
の
開
発
は
、
広
い
意
味
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
政
治
経
済
的
事
実
の
産
物
で
あ
る(10)

。
東
西
冷
戦
が
次
第
に

激
化
す
る
な
か
で
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
ア
フ
リ
カ
の
独
立
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
代
以
降
の
植
民
地
構
造
が
形
式
的
に
は
大
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き
く
変
動
し
、
さ
ら
に
一
九
六
一
年
末
の
ケ
ネ
デ
ィ
元
大
統
領
の
国
連
演
説
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
連
で
も
、
一
九
六
〇
年
代
は

「
開
発
の
一
〇
年
」（developm

ent decade

(11)

）
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
低
開
発
諸
国
（
い
わ
ゆ
る
第
三
世
界
）
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の

二
国
間
援
助
政
策
を
大
き
く
決
定
づ
け
る
時
期
と
な
る(12)

。 

 　

そ
も
そ
も
、「
法
と
開
発
」
研
究
は
、
第
三
世
界
諸
国
の
政
府
お
よ
び
法
律
機
関
と
協
働
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
政
府
、
国
際
援
助

機
関
、
民
間
財
団
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
「
開
発
援
助
」（D

evelopm
ent A

ssistance

）
政
策
の
「
副
産
物
」
で
あ
り(13)

、「
開
発

援
助
機
関
の
圧
力
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
の
大
学
か
ら
の
一
般
的
反
応
の
小
さ
さ
と
鈍
さ
」
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た(14)

。

と
こ
ろ
が
、「
開
発
の
一
〇
年
」
が
宣
言
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
開
発
支
援
に
お
け
る
法
律
家
の
役
割
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る

の
に
伴
い(15)

、
と
り
わ
け
法
学
教
育
改
革
に
主
眼
を
置
い
た
、
多
く
の
法
に
よ
る
発
展
（legal developm

ent

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る(16)

。
し
た
が
っ
て
、「
法
と
開
発
」
に
関
す
る
学
者
の
興
味
関
心

や
研
究
成
果
も
、
援
助
現
場
の
実
践
的
側
面
を
直
接
反
映
さ
せ
つ
つ
導
出
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
学
問
的
確

立
は
次
第
に
実
践
分
野
か
ら
切
断
さ
れ
、
直
接
に
は
実
践
に
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
学
者
が
当
該
学
問
領
域
へ
参
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
開
始
さ
れ
る(17)

。
こ
の
意
味
で
、「
開
発
研
究
競
争
」（developm

ent research gam
e

）
に
対
し
て
、
法
律
家
は
「
遅
参
者
」

（latecom
ers

）
で
あ
り(18)

、そ
れ
ゆ
え
、「
法
と
開
発
」
そ
の
も
の
が
す
ぐ
れ
て
「
ア
メ
リ
カ
的
現
象(19)

」
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、ケ
ー

ス
メ
ソ
ッ
ド
中
心
型
の
ア
メ
リ
カ
の
法
学
教
育
の
手
法
が
、
当
時
の
社
会
科
学
に
お
い
て
支
配
的
な
近
代
化
論
と
接
合
し
て
い
た
契

機
を
探
る
た
め
に
も
、
留
意
す
べ
き
重
要
な
点
で
あ
る
。 
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 （
二
）
近
代
化
論
の
な
か
の
「
法
と
開
発
」
研
究 

 　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
学
研
究
の
伝
統
は
社
会
科
学
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
従
来
、
法
制
度
や
立
法
過
程

の
研
究
者
は
広
い
意
味
で
の
社
会
科
学
の
理
論
枠
組
み
を
基
礎
と
し
、
こ
の
点
は
、「
法
と
開
発
」
に
関
心
を
も
っ
た
学
者
も
例
外

で
は
な
か
っ
た(20)

。
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
、「
法
と
開
発
」
の
研
究
者
は
、
開
発
援
助
の
領
域
に
お
い
て
は
「
遅
参
者
」
だ
っ
た
の

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、「
法
と
開
発
の
研
究
者
は
、
全
面
的
に
と
ま
で
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
か
な
り
の
程
度
、
そ
の
前
提
お
よ

び
理
論
的
枠
組
み
を
近
代
化
論
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
っ
た(21)

」。
こ
う
し
て
、
当
時
支
配
的
で
あ
っ
た
近
代
化
論
を
自
ら
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
と
し
た
「
法
と
開
発
」
研
究
は
、
の
ち
に
見
る
よ
う
に
、
社
会
に
お
け
る
法
の
役
割
お
よ
び
開
発
に
と
っ
て
の
法
の
意
義
に
関

し
て
、 

特
殊
ア
メ
リ
カ
的
認
識

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

を
投
影
し
た
も
の
と
な
る
。 

 　

従
属
論
に
照
ら
し
て
法
と
開
発
を
論
じ
た
ス
ナ
イ
ダ
ー
（Francis G

. Snyder

）
に
依
れ
ば
、「
法
と
開
発
」
研
究
が
依
拠
し
た

当
時
支
配
的
な
近
代
化
論
と
は
、主
と
し
て
次
の
三
つ
の
点
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、差
異
と
統
合
（differentiation 

and integration

）
に
主
眼
を
置
く
社
会
変
革
の
概
念
を
導
入
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
第
二
に
、
近
代
性
に
関
し
て
、
形
式
的
か
つ

非
歴
史
的
で
あ
り
な
が
ら
目
的
論
的
な
認
識
を
掲
げ
て
い
る
点
、
そ
し
て
第
三
に
、
近
代
化
論
に
お
け
る
開
発
と
は
、
低
開
発
の
原

始
的
状
態
か
ら
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
西
欧
を
理
念
型
と
す
る
方
向
へ
の
動
態
的
な
推
移
過
程
（evolutionary m

ovem
ent

）
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
点
で
あ
る(22)

。
そ
し
て
彼
は
、そ
の
よ
う
な
近
代
化
論
と
「
法
と
開
発
」
研
究
の
弱
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
第
一
に
、

基
本
的
な
概
念
、
仮
説
、
説
明
に
お
け
る
理
論
の
完
結
性
（closure
）
の
欠
如
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
法
と
開
発
」
は
近
代

化
論
に
対
し
て
高
度
に
柔
軟
性
を
示
す
も
の
（perm

eable

）
と
な
っ
た
点
で
あ
る(23)

。
第
二
は
、
一
六
〜
一
七
世
紀
に
遡
る
発
展
の

概
念
、
西
洋
で
確
立
さ
れ
た
道
具
主
義
的
法
制
度
改
革
の
概
念
、
ア
メ
リ
カ
法
社
会
学
の
な
か
で
打
ち
立
て
ら
れ
た
法
に
よ
る
社
会
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構
築
の
概
念
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
低
開
発
諸
国
へ
の
介
入
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、「
法

と
開
発
」
の
知
的
お
よ
び
政
治
的
出
自
で
あ
る(24)

。
最
後
に
、「
法
と
開
発
」
が
前
提
と
す
る
基
本
的
な
仮
説
を
あ
げ
、
実
際
こ
れ
が
、

「
法
と
開
発
」
と
近
代
化
論
の
も
っ
と
も
強
い
結
び
つ
き
を
示
す
こ
と
を
指
摘
す
る(25)

。 

 　

ス
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
最
後
の
点
は
、
ト
ゥ
ル
ー
ベ
ッ
ク
と
ギ
ャ
ラ
ン
タ
ー
が
「
リ
ベ
ラ
ル
・
リ
ー
ガ
リ
ズ
ム
」

（liberal legalism
）
と
し
て
説
明
し
、
社
会
に
お
け
る
法
の
役
割
と
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
に
お

い
て
共
有
さ
れ
て
い
る
「
一
連
の
暗
黙
の
仮
定(26)

」
と
指
摘
し
た
こ
と
に
呼
応
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
二
つ
の
基
本
的
な
要
素 

―  

○1 

法

と
社
会
の
関
係
に
関
す
る 
一
般
0

0 
モ
デ
ル
と
、 

○2 

法
と
「
開
発
」
に
関
す
る 

一
定
の

0

0

0 

説
明 

― 

か
ら
成
る(27)

。 

 　

 

○1 

は
七
つ
の
特
徴
か
ら
描
か
れ
る(28)

。
第
一
に
、
社
会
が
個
人
・
中
間
団
体
・
国
家
の
三
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
観

念
さ
れ
る
。
国
家
は
第
一
義
的
に
は
、
社
会
に
お
い
て
個
人
に
対
す
る
強
制
力
を
も
つ
場
（locus of supra-individual control in 

society

）
で
あ
る
と
同
時
に
、
諸
個
人
が
任
意
に
相
互
の
自
己
統
治
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
第
二
に
、

そ
の
よ
う
な
強
制
力
を
有
す
る
国
家
は
、
し
か
し
、
そ
れ
を
法
に
従
っ
て
行
使
し
、
そ
の
意
味
で
、
国
家
は
法
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
る
。

第
三
に
、
ル
ー
ル
は
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
が
中
間
団
体
を
通
し
て
自
ら
に
有
利
な
ル
ー
ル
を
獲
得
す
る
多
元
的
な
過
程
に
よ
っ
て
つ
く

り
出
さ
れ
、
こ
の
過
程
で
、
富
や
人
種
な
ど
の
一
定
の
特
徴
に
よ
っ
て
個
人
や
集
団
が
差
別
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
第
四
に
、
こ
の

ル
ー
ル
は
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
対
し
て
平
等
に
効
力
を
有
す
る
。
第
五
に
、
ル
ー
ル
は
立
法
・
行
政
・
司
法
の
国
家
機
関
に
よ
っ
て
定

立
・
執
行
・
適
用
さ
れ
る
が
、
個
人
と
団
体
の
行
動
に
対
す
る
法
的
ル
ー
ル
お
よ
び
法
的
概
念
の
効
力
を
規
定
し
、
法
の
社
会
的
意

味
を
規
範
的
に
確
定
す
る
終
局
的
な
決
定
権
を
有
す
る
裁
判
所
は
、
と
り
わ
け
法
秩
序
の
中
心
的
機
関
と
な
る
。
そ
し
て
第
六
と
し

て
、法
的
行
為
は
基
本
的
に
判
決
（adjudication

）
の
形
態
を
と
り
、こ
れ
を
決
定
す
る
の
は
「
自
立
的
な
知
の
集
団
」（autonom

ous 

body of learning

）で
あ
り
、政
策
そ
れ
自
体
あ
る
い
は
そ
れ
と
は
無
関
係
の
と
こ
ろ
で
の
考
慮
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
最
後
に
、
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こ
う
し
て
、
社
会
的
主
体
の
行
動
は
ル
ー
ル
に
適
合
的
な
も
の
と
な
り
、
か
な
り
の
数
の
ル
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
の
人
々
の
内
面
に
定

着
す
る
。 

 　

む
し
ろ
、「
法
と
開
発
」
の
研
究
と
実
践
に
突
き
付
け
ら
れ
た
よ
り
本
質
的
な
課
題
は
、 

○1 

の
モ
デ
ル
、
開
発
概
念
、
そ
し
て
第

三
世
界
の
問
題
と
の
関
係
を
め
ぐ
る 

○2 

で
あ
っ
た(29)

。
こ
こ
で
の
「
開
発
」
概
念
は
、
人
間
の
理
性
と
物
質
的
充
足
感
を
高
め
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
平
等
、
自
由
、
社
会
参
加
と
観
念
さ
れ
て
い
た
。
理
念
と
し
て
の
開
発
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
途
上

国
の
人
々
に
と
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
豊
か
な
生
活
が
約
さ
れ
る
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
「
開
発
」

概
念
に
対
す
る
「
法
」
の
役
割
は
、
開
発
に
と
っ
て
「
必
要
な
要
素
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
「
有
用
な
手
段
」
で
あ

る
。
法
に
は
そ
う
し
た
「
潜
在
力
」（potent

）
が
認
め
ら
れ
、
法
に
よ
る
発
展
（legal developm

ent

）
は
社
会
の
発
展
（social 

developm
ent

）
を
促
し
、
人
々
の
幸
福
を
向
上
さ
せ
る
が
ゆ
え
に
、
法
は
「
良
き
も
の
」（good

）
と
観
念
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
恣

意
的
統
治
に
対
す
る
抑
制
の
技
術
と
し
て
、
個
人
の
自
由
を
保
障
し
、
政
府
の
応
答
責
任
を
拡
大
さ
せ
る
手
段
と
み
な
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
い
わ
ば
法
の
「
性
善
説
」
的
な
理
解
は
、
合
理
的
な
手
段
と
し
て
、
よ
り
大
き
な
物
質
的
幸
福
や
そ
の
他
の
開
発
目
的
を
確

保
す
る
も
の
と
な
る
。 

 　

以
上
の
点
か
ら
す
る
と
、「
法
と
開
発
」
と
近
代
化
論
と
は
、図
式
的
に
は
、前
者
の
基
礎
的
法
概
念
を
成
し
た
「
リ
ベ
ラ
ル
・
リ
ー

ガ
リ
ズ
ム
」
を
介
し
て
接
合
し
て
い
た
と
理
解
で
き
る
が
、
そ
の
「
接
合
」
の
論
理
と
「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
に
捉
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
は
、客
観
的
に
は
、

既
に
見
た
よ
う
な
一
九
六
〇
年
代
の
東
西
冷
戦
と
抱
き
合
わ
せ
に
な
っ
て
唱
道
さ
れ
た
「
開
発
の
一
〇
年
」
の
国
際
政
治
環
境
の
下

で
誕
生
し
つ
つ
、「
遅
参
者
」
と
し
て
の
出
自
に
規
定
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
そ
こ
に
こ
そ
、
近
代
化
論
の
諸
仮
説
を

無
批
判
に
前
提
と
す
る
契
機
が
含
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
途
上
国
に
お
け
る
「
低
開
発
性
」
は
、 

― 

欧
米
が
そ
う
で
あ
っ
た
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よ
う
に 

― 

伝
統
社
会
か
ら
脱
却
し
、
諸
個
人
の
自
由
、
平
等
、
な
ら
び
に
参
加
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
段
階
的
に
克
服
し

う
る
と
す
る
近
代
化
論
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
を
新
た
な
社
会
構
築
と
し
て
の
「
開
発
」
を
可
能
と
す
る
力
を
秘
め
た
善

な
る
も
の
と
し
て
「
予
定
調
和
的
」
に
措
定
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、「
法
と
開
発
」
の
い
わ
ば
具
体
的
形
態
と
し
て
の
法

支
援
は
、
低
開
発
諸
国
の
存
在
を
前
提

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
成
立
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
生
産
力
の
規
模

と
直
接
関
わ
る「
低
開
発
性
」の
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
っ
た(30)

。
こ
の
当
た
り
前
の
原
点
に
立
ち
返
る
な
ら
ば
、

「
法
と
開
発
」
と
近
代
化
論
と
の
理
論
に
内
在
す
る
順
接
の
契
機
は
、「
遅
参
者
」
と
し
て
の
出
自
と
も
ま
た
適
合
的
な
面
を
有
し
て

い
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 　

以
上
の
よ
う
な
近
代
化
論
の
仮
説 

― 

そ
し
て
そ
れ
は
、「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
に
お
い
て
も
前
提
と
さ
れ
た 

― 

に
対

し
て
は
、既
に
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
は
疑
問
が
提
起
さ
れ(31)

、一
九
七
四
年
に
は
「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
に
お
け
る
「
危
機
」

は
明
確
な
も
の
と
な
っ
て
い
た(32)

。
そ
の
要
因
と
し
て
、
し
ば
し
ば
、「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
の
自
民
族
中
心
主
義
的
性
格
、

道
具
主
義
的
法
概
念
、
ナ
イ
ー
ヴ
さ
と
い
っ
た
理
論
内
在
的
側
面
と
同
時
に
、
一
九
七
〇
年
代
の
公
民
権
運
動
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
反
戦

運
動
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
国
内
の
政
治
状
況
も
指
摘
さ
れ
る(33)

。
こ
う
し
た
具
体
的
要
因
が
も
つ
重
要
性
を
軽
視
す
る
こ
と
な
く
、
し

か
し
、
こ
こ
で
は
、「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
を
終
始
規
定
し
た
冷
戦
構
造
の
国
際
環
境
と
、「
法
と
開
発
」
の
な
か
の
法
概

念
と
を
結
び
つ
け
る
ト
ゥ
ル
ー
ベ
ッ
ク
と
ギ
ャ
ラ
ン
タ
ー
の
次
の
見
解
を
強
調
し
て
お
き
た
い

―
「
法
に
よ
る
開
発
援
助
は
、
冷

戦
の
言
説
と
政
策
が
高
ま
り
始
め
た
時
期
に
始
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
エ
リ
ー
ト
と
政
策
立
案
者
た
ち
は
『
法
の
支
配
』
を
、
ア
メ

リ
カ
と
共
産
主
義
諸
国
を
分
か
つ
最
大
の
特
徴
の
一
つ
と
見
て
い
た
の
で
あ
る(34)

」。 
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二　

従
属
論
に
お
け
る
「
法
」
と
「
開
発
」
の
位
相 

 （
一
）
歴
史
的
背
景
と
現
実
的
要
請 

 　
「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
機
能
し
た
近
代
化
論
は
、
既
に
一
九
六
五
年
の
半
ば
か
ら
疑
問
視
さ
れ
始

め
た(35)

。
そ
こ
に
は
、
広
く
、「 

形
式
的
独
立

0

0

0

0

0 

の
長
い
歴
史
と
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る 

従
属
的
関
係

0

0

0

0

0 

を
併
せ
も
つ
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
は
、
と
り
わ
け
そ
う
で
あ
っ
た(36)

」（
強
調
は
引
用
者
）
と
指
摘
さ
れ
る
状
況
が
存
在
し
て
い
た
。
他
方
で
、
一
九
世
紀
初
頭
に

ほ
ぼ
一
斉
に
「
形
式
的
独
立
」
を
果
た
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
旧
宗
主
国
の
イ
ベ
リ
ア

的
法
的
伝
統
を
継
承
す
る
と
同
時
に(37)

、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
は
、
第
三
世
界
と
り
わ
け
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
に
、
歴
史
的

イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
し
て
き
た(38)

」
側
面
も
存
在
す
る(39)

。
こ
う
し
た
認
識
は
、「
法
と
開
発
」
と
そ
の
対
抗
理
論
と
し
て
現
れ
る
「
従

属
論
」
を
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
描
く
際
に
有
益
で
あ
る
。
前
者
の 

精
神
0

0 

（「
法
と
開
発
」
の
実
践
に
関
わ
っ
た
学
者
お
よ
び
実
務

家
を
「
法
の
伝
道
師
」（legal m

issionaries

）
と
す
る
言
い
回
し
）
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」

が
積
極
的
に
正
当
化
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
従
属
論
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
の
従
属
と
い
う
実
質
的
側
面
か

ら
、
逆
に
「
形
式
的
独
立
」
の
側
面
の
問
題
性
を
突
く
と
い
う
描
き
方
で
あ
る
。 

 　

さ
て
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
従
属
論
が 

一
九
六
五
年
代
半
ば

0

0

0

0

0

0

0

0 

に
登
場
す
る
背
景
に
は
、
近
代
化
論
の
仮
説
の
有
効
性
を

揺
る
が
す
二
つ
の
歴
史
的
・
現
実
的
な
要
因
が
あ
っ
た(40)

。
一
つ
が
キ
ュ
ー
バ
革
命
で
あ
り
、
他
の
一
つ
が
一
九
五
〇
年
代
に
国
連
中

南
米
経
済
委
員
会
が
唱
道
し
て
い
た
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
の
停
滞
状
況
で
あ
る
。
第
一
の
点
は
、「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」

に
対
し
て
も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
第
二
の
点
は
、 

― 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
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社
会
主
義
革
命
の
「
可
能
性
」
を
示
し
た
第
一
の
点
と
も
関
わ
り
な
が
ら(41) 

― 

そ
も
そ
も
「
法
に
よ
る
開
発
」
の
前
提
と
な
る
「
低

開
発
性
」
を
、 

資
本
主
義
全
体
の
問
題

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

と
し
て
捉
え
る
視
角
を
提
供
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て(42)

、
従
属
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
生
み
出
す

重
要
な
要
因
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 （
二
）
従
属
論
の
基
本
的
特
質 

 　

ひ
と
く
ち
に
従
属
論
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
体
系
化
さ
れ
た
一
般
理
論
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
論
者
の
数
ほ
ど
の
諸
説
が
存
在

す
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
で
も
、
従
属
論
が
内
包
す
る
「
法
」
に
関
わ
る
側
面
を
取
り
出
し
、「
法
と
開
発
」
と
の
相
違
を
浮
き

彫
り
に
す
る
た
め
に
は
、
き
わ
め
て
限
定
的
な
仕
方
で
は
あ
れ
、
従
属
論
の
基
本
的
特
徴
を
摘
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
る(43)

。 

 　

第
一
に
、
低
開
発
性
の
問
題
は
工
業
資
本
主
義
国
の
展
開
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
欧
米
諸

国
を
含
む
全
世
界
的
な
経
済
・
政
治
シ
ス
テ
ム
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
発
展
と
低
開
発
は
、 

統
合
さ
れ
た
一
つ
の
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ス
テ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
側
面

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

を
形
成
し
、
そ
れ
は
「
中
枢
―

衛
星
」
の
国
家
間
の
搾
取
の
構
造
と
し
て
現
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第

三
に
、
低
開
発
は
前
資
本
主
義
の
段
階
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
く
（
し
た
が
っ
て
封
建
主
義
体
制
で
は
な
い
）、
資
本
主
義
の
歴

史
と
併
存
す
る
。
第
四
に
、こ
れ
ら
の
点
は
、低
開
発
状
態
に
あ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
社
会
変
動
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
、

世
界
体
制
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
か
を
分
析
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
が
外
的
要
因
の

み
に
依
存
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
国
家
間
の
関
係
の
み
を
問
題
と
す
れ
ば
よ
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 　

こ
れ
ら
の
共
通
点
に
立
脚
し
つ
つ
も
、
代
表
的
な
従
属
論
者(44)

は
、
低
開
発
国
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
性
格
お
よ
び
構
造
的
連
関
に
つ

い
て
は
異
な
る
認
識
を
提
示
す
る
。
例
え
ば
、
一
六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
、
ラ
テ
ン
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ア
メ
リ
カ
は
世
界
資
本
主
義
体
制
へ
組
み
込
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
国
内
構
造
に
お
い
て
も
「
中
枢
―

衛
星
」
の
搾
取

の
構
造
が
再
形
成
さ
れ
る
と
す
る
歴
史
認
識
に
基
づ
き
、
武
装
闘
争
に
よ
る
資
本
主
義
体
制
の
打
破
と
社
会
主
義
の
建
設
が
政
治

戦
略
と
し
て
提
示
さ
れ
る
（
フ
ラ
ン
ク
の
「
低
開
発
の
テ
ー
ゼ
」）。
あ
る
い
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
低
開
発
の
歴
史
的
起
点
を

一
七
五
〇
年
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
以
後
の
世
界
資
本
主
義
体
制
に
求
め
、
こ
こ
で
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
経
済
的
従
属
関
係
を

介
し
て
の
「
中
枢
」
か
ら
の
変
動
は
、
そ
れ
ま
で
に
形
成
済
み
の
国
内
の
経
済
・
社
会
・
文
化
的
国
内
構
造
に
一
定
の
独
立
性
を
認

め
、
そ
れ
と
の
相
互
作
用
を
経
て
、
社
会
変
動
へ
と
連
結
す
る
と
見
る
立
場
も
存
在
す
る
（
ス
ン
ケ
ル
の
構
造
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、「
中
枢
―

衛
星
」
に
は
、
植
民
地
で
な
い
限
り
、
直
接
の
搾
取
関
係
が
存
在
す
る
と
見
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
低
開

発
諸
国
に
お
け
る
社
会
グ
ル
ー
プ
・
階
級
間
の
歴
史
的
に
特
殊
な
関
係
の
在
り
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
説
く
見
解
も
あ
る
（
カ
ル

ド
ー
ゾ
の
「
歴
史
―

構
造
的
方
法
」）。
こ
れ
ら
の
議
論
か
ら
、
い
ず
れ
の
立
場
に
お
い
て
も
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
低
開
発
性
を
世

界
資
本
主
義
の
な
か
で
歴
史
的
に
定
位
し
よ
う
と
す
る
視
座
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
し
て
そ
の
背
後
に
は
、「
植
民
地
支
配
」

の
態
様
と
そ
の
後
の
「
形
式
的
独
立
」
の
意
味
を
め
ぐ
る
根
本
的
問
題
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
旧
植
民
地
諸

国
に
お
け
る
「
法
」
の
本
質
と
性
格
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
歴
史
認
識
の
下
で
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
従
属
論
に
お
け
る
法
的

議
論
状
況
こ
そ
、
そ
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。 

 （
三
）
従
属
論
に
お
け
る
「
法
的
側
面
」 

 　

前
項
で
概
観
し
た
従
属
論
に
お
い
て
は
、「
低
開
発
性
」
の
原
因
が
社
会
体
制
と
し
て
の
資
本
主
義
に
求
め
ら
れ
る
の
み
で
、
法

の
本
質
お
よ
び
性
格
に
直
接
言
及
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。「
法
と
開
発
」
研
究
か
ら
従
属
論
ま
で
の
研
究
史
を
回
顧
し
た
論
者
の
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ほ
と
ん
ど
が
こ
の
こ
と
を
、
多
く
の
従
属
論
者
は
「
土
台
―
上
部
構
造
」
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
い
た
た
め
に(45)

、
上
部
構
造
と
し

て
の
「
法
に
、
ほ
と
ん
ど
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た
」
結
果
で
あ
る
と
述
べ
る(46)

。
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
従
属
論
の
一
般
的
特
徴
と

し
て
は
捉
え
る
こ
と
は
で
き
て
も
、そ
こ
に
は
一
定
の
留
保
が
必
要
で
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
善
」と
し
て
の「
法
」の
認
識
を
も
と
に
、「
法

に
よ
る
開
発
」
を
単
線
的
に
想
定
し
え
た
近
代
化
論
と
は
異
な
り
、
従
属
論
は
、 

低
開
発
状
況
を
打
破
す
る
た
め
の
手
段

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

と
し
て
の

「
法
に
、
ほ
と
ん
ど
注
意
を
払
わ
な
か
っ
た(47)

」
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
従
属
論
に
お
け
る
「
法
」
と
「
開
発
」

の
問
題
意
識
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
試
み
は
存
在
す
る(48)

。
以
下
で
は
、
前
出
の
ス
ナ
イ
ダ
ー
の
整
理
を
手
が
か
り
に
、
従
属
論
に
含

ま
れ
る
「
法
」
と
「
開
発
」
を
め
ぐ
る
論
点
を
探
っ
て
み
た
い
。 

 　

彼
は
、
従
属
論
に
含
ま
れ
る
「
法
」
の
役
割
を
「
国
家
と
階
級
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
し
、
こ
れ
を
、
従
属
論
の
諸
説
に
お
い

て
前
提
と
さ
れ
る
「
国
家
の
独
立
性
」
の
程
度
を
基
準
に
し
て
、
三
つ
の
立
場
に
分
類
す
る
。 

 　

第
一
に
、
国
内
の
諸
階
級
に
対
す
る
国
家
の
潜
在
的
独
立
性
を 

認
め
る

0

0

0 

立
場
は(49)

、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
多
国
籍
企
業
と
と
も

に
特
権
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
統
合
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
解
体
」（
ス
ン
ケ
ル
）
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、階
級
的
差
異
よ
り
も
、セ
ク
タ
ー
の
性
格
を
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
」（
多
国
籍
企
業
）
と
「
分
離
的
な
も
の
」（
国

内
）
と
に
区
別
す
る
点
を
重
視
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
利
害
に
従
っ
て
行
動
す
る
軍
事
政
権
に
基

づ
く
民
族
資
本
の
発
展
の
可
能
性
を
模
索
す
る
た
め
に
、
国
家
を
従
属
に
対
す
る
闘
争
の
た
め
の
手
段
と
捉
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
立
場
に
お
け
る
法
的
手
段
に
は
、
従
属
関
係
の
効
果
を
最
小
に
抑
制
し
、
国
内
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
経
済
的
自
立
を
高
め
る
潜

在
的
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る(50)

。 

 　

第
二
に
、
国
家
の
独
立
性
を 

認
め
な
い

0

0

0

0 

立
場
は
、
全
体
的
で
あ
れ
部
分
的
で
あ
れ
、
国
家
官
僚
制
そ
の
も
の
が
支
配
階
級
を
形
成

す
る
と
見
る(51)

。
こ
こ
で
の
主
眼
は
、
従
属
的
国
家
資
本
主
義
が
、
多
国
籍
企
業
と
協
働
す
る
公
共
企
業
を
介
し
て
、
国
内
の
階
級
形
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成
を
促
す
側
面
に
置
か
れ
て
お
り(52)

、
と
り
わ
け
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
な
か
の
工
業
国
と
い
わ
れ
る
国
家
の
現
実
は(53)

、「
従
属
親
和
型

発
展
」（associated-dependent developm

ent

」（
カ
ル
ド
ー
ゾ
）
と
し
て
、
従
属
と
発
展
と
が 

矛
盾
な
く

0

0

0

0 

捉
え
ら
れ
る(54)

。
こ
の
よ

う
な
「
主
権
的
で
は
な
い
国
民
を
作
り
出
す
国
家
の
矛
盾
に
内
在
す
る
階
級
関
係(55)

」
に
お
い
て
、
法
的
に
は
、
公
共
企
業
の
拡
散
、

国
家
（
と
り
わ
け
司
法
）
官
僚
に
よ
る
平
等
と
普
遍
性
と
い
っ
た
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
の
採
用
、
支
配
的
利
害
の
貫
徹
と
い
っ
た
慣
行

が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る(56)

。 

　

第
三
は
、
低
開
発
国
家
は
新
植
民
地
主
義
的
性
格
を
有
す
る
国
際
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
従
属
し
て
い
る
も
の
の
、
国
内
の
諸
階
級

と
の
関
係
に
お
い
て
は 
相
対
的
に
独
立

0

0

0

0

0

0 

し
て
い
る
と
す
る
見
解
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ア
フ
リ
カ
研
究
者
に
共
通
し
て
見

ら
れ
る(57)

。
こ
の
立
場
は
、
当
該
国
家
の
「
独
立
性
」
を
ど
の
よ
う
な
側
面
か
ら
導
き
出
す
の
か
に
応
じ
て
、 

○1 

「
過
剰
発
展
型
ポ
ス

ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
国
家
」（overdeveloped postcolonial state

）、 

○2 

「
国
家
―

階
級
」
関
係
の
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
的
解
釈
、
そ
し
て

 

○3 

国
家
の
唯
物
論
的
把
握
に
さ
ら
に
細
か
く
分
類
さ
れ
る
。
国
家
を
、
土
着
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
、
ネ
オ
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
、
大
土
地
所
有
者
の
三
つ
巴
の
対
立
関
係
と
し
て
摘
き
、
同
時
に
そ
れ
を
和
解
可
能
な
利
害
が
拮
抗
す
る
状

況
と
見
る 

○1 

に
お
い
て
は
、
国
家
は
自
ら
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
的
覇
権
の
条
件
を
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
の
法
学
研

究
は
、
法
制
度
上
に
国
家
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
が
道
具
主
義
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
傾
向
を
示
し
、
法

の
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
と
近
代
化
そ
の
も
の
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
典
型
的
に
示
す
。 

○2 

で
は
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
と
非
資
本
主

義
的
な
相
互
関
係
が
完
全
に
展
開
し
て
は
お
ら
ず
、そ
こ
で
の
国
家
指
導
者
は
い
か
な
る
階
級
に
も
属
さ
な
い
。
そ
の
結
果
、イ
デ
ィ

オ
ロ
ギ
ー
的
覇
権
の
確
立
が
非
実
効
的
な
も
の
と
な
り
、
国
家
は
法
的
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
と
抑
圧
の
両
手
段
に
訴
え
、
法
制
度
上
は

「
自
由
民
主
」
的
外
観
を
備
え
つ
つ
も
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
と
し
て
の
国
家
は
、
国
内
の
支
配
的
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
利
益
を
代

表
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
法
制
度
は
イ
デ
ィ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
作
用
す
る
。
国
内
の
政
治
体
制
の
基
礎
を
つ
く
り
つ
つ
あ
る
集
団
は
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国
家
に
対
し
て
、地
方
の
小
資
本
の
た
め
の
独
占
的
植
民
地
経
済
構
造
を
立
法
に
よ
っ
て
導
入
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
る
。
こ
れ
が
、

外
国
資
本
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
な
く
、
外
資
に
仕
え
こ
れ
を
補
完
す
る
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
な
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
生
み
出
す
。
そ
の

た
め
法
的
手
段
は
、
地
方
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
外
国
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
支
配
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
支
配

的
集
団
の
地
位
を
脅
か
す
法
的
手
段
は
象
徴
的
な
も
の
で
し
か
な
く
な
る
。
こ
こ
で
は
、
社
会
、
政
治
、
行
政
的
な
要
因
に
比
べ
、

法
の
重
要
性
が
比
較
的
低
い
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
最
後
に
、
国
家
を
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
本
質
に
見
出
し
、「
周
辺

国
」に
お
け
る
生
産
過
程
の
特
徴
を
、世
界
市
場
お
よ
び
構
造
的
非
同
質
性
に
従
属
的
な
再
生
産
単
位
で
あ
る
と
す
る 

○3 

に
お
い
て
、

国
家
は
世
界
市
場
と
国
内
経
済
と
の
間
に
存
在
す
る
政
治
的
境
界
線
を
打
破
し
、
両
者
の
意
味
を
結
び
つ
け
、
後
者
に
お
け
る
前
者

の
存
在
と
そ
の
拡
張
な
ど
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、法
も
そ
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
国
家
権
力
の
一
形
態
で
は
あ
る
も
の
の
、

現
に
存
在
し
な
い
条
件
が
国
家
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、そ
の
意
味
で
、近
代
化
論
の
法
の
道
具
主
義
的
概
念
は
、

「
ナ
イ
ー
ヴ
な
昏
迷
」（naive obfuscation
）
と
し
て
退
け
ら
れ
る(58)

。

 

三　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
国
家
」
と
「
法
」
の
相
克 

 （
一
）
世
界
自
由
貿
易
体
制
へ
の
編
入 

 　

一
九
八
〇
年
代
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
か
ら
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
か

け
て
の
冷
戦
構
造
の
終
結
や
旧
ソ
連
・
東
欧
諸
国
の
民
主
化
と
い
っ
た
地
域
的
か
つ
国
際
的
環
境
の
急
激
な
変
容
の
な
か
で
、「
法
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と
開
発
」
を
め
ぐ
る
研
究
と
実
践
は
、「
新
し
い
『
法
と
開
発
』
研
究
／
援
助(59)

」
と
し
て
の
装
い
を
得
た
。
今
後
、
そ
の
理
論
的
・

実
践
的
含
意
を
読
み
取
る
た
め
に
も
、以
下
で
は
、こ
れ
ま
で
粗
描
し
て
き
た
「
法
と
開
発
」
と
従
属
論
の
特
徴
か
ら
、「
法
」
と
「
国

家
」
に
関
わ
る
論
点
を
摘
示
し
、
そ
の
理
論
的
射
程
を
見
極
め
て
お
き
た
い
。 

 　

他
の
低
開
発
諸
国
と
は
異
な
り
、ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
一
九
世
紀
の
初
頭
に
政
治
的
に
は
「
独
立
」
を
達
成
し
た
地
域
で
あ
る
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
経
済
構
造
は
、
実
質
的
に
は
一
九
世
紀
末
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
二
〇
九
世
紀
初
頭
か
ら
の
ア
メ
リ

カ
と
い
っ
た
よ
う
に
、
と
り
わ
け
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
資
本
に
よ
る
「
自
由
貿
易
帝
国
主
義
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た(60)

。
そ
も
そ

も
独
立
戦
争
当
時
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
国
内
に
お
い
て
は
、
未
熟
な
新
興
産
業
の
保
護
を
主
張
す
る
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

と
、農
業
、工
業
、商
業
に
基
盤
を
有
し
、自
由
貿
易
体
制
の
下
で
の
輸
出
志
向
型
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
の
確
執
が
存
在
す
る
な
か
で
、

「
自
由
貿
易
体
制
を
擁
護
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
介
入
は
決
定
的
な
も
の
だ
っ
た(61)

」。
そ
れ
ゆ
え
、
自
由
貿
易
体
制
下
で
の
輸
出
経
済
に
対

応
す
る
た
め
の
国
内
の
法
整
備
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
自
由
放
任
主
義
に
基
づ
く
契
約
の
自
由
を
基
調
と
し
、
国
内
外

の
経
済
主
体
を
区
別
し
な
い
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
導
入
と
い
う
か
た
ち
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、「
そ
の
結
果
は
、
既
存
の
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
産
業
の
解
体(62)

」
で
あ
り
、「
寡
頭
支
配
階
級
と
外
国
資
本
が
結
び
つ
」
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
欧
米
諸
国
を
中
心
と
す

る
国
際
分
業
体
制
の
な
か
で
の
、
食
料
・
原
材
料
の
供
給
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た(63)

。
こ
の
よ
う
な
独

立
以
後
の
「
寡
頭
支
配
階
級
と
外
国
資
本
と
の
結
び
つ
き
」
の
構
造
こ
そ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
発
祥
の
地
と
す
る
従
属
論
が
、
国

内
に
お
け
る
支
配
階
級
に
対
す
る
国
家
の
「
独
立
性
」
の
程
度
と
そ
こ
に
お
け
る
法
の
役
割
を
問
う
文
脈
を
つ
く
り
出
す
駆
動
因
と

な
っ
た(64)

。 

 　

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
第
一
次
産
品
輸
出
に
依
存
す
る
自
由
貿
易
体
制
を

破
綻
さ
せ
、
同
地
域
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
支
え
ら
れ
た
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
必
然
で
さ
え
あ
っ
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た
。
こ
れ
は
、
一
九
一
〇
年
の
メ
キ
シ
コ
革
命
と
続
く
一
九
一
七
年
の
メ
キ
シ
コ
現
行
憲
法
に
よ
っ
て
、
農
地
改
革
や
地
下
資
源
開

発
、
さ
ら
に
は
公
共
企
業
の
国
有
化
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
（
一
九
二
九
年
メ
キ
シ
コ
民
法
）。
ま
た
、
賃

金
引
上
げ
に
よ
る
所
得
の
再
分
配
と
都
市
労
働
者
階
級
へ
の
利
益
分
配
に
よ
る
消
費
財
需
要
の
増
大
を
図
る
こ
の
政
策
は
、
と
り
わ

け
ブ
ラ
ジ
ル
（
一
九
三
〇
年
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
政
権
）
や
ア
ル
ゼ
ン
テ
ィ
ン
（
一
九
四
五
年
ペ
ロ
ン
政
権
）
の
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
型
政
権
に

よ
っ
て
担
わ
れ
、
労
働
者
の
権
利
保
護
強
化
を
目
的
と
す
る
労
働
法
制
の
整
備
へ
と
連
動
し
て
い
く
。
し
か
し
消
費
財
の
輸
入
代
替

化
は
、
原
料
・
中
間
財
・
資
本
財
の
輸
出
を
大
幅
に
増
や
し(65)

、
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
対
外
債
務
を
返
済
し
よ
う
と
の
試
み
は
、
結
局
、

こ
の
地
域
の
「
均
衡
収
支
の
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た(66)

」
と
評
価
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

国
際
資
本
主
義
体
制
は
ア
メ
リ
カ
主
導
の
下
に
進
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
第
三
世
界
」
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
民
間
投
資
は
急
増
す

る
も
の
の
、
こ
れ
は
、
対
外
「
援
助
」
と
い
う
ヒ
モ
付
き
の
政
治
・
軍
事
介
入
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た(67)

。
こ
う
し
た
国
際
政

治
経
済
情
勢
の
下
で
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
国
家
」
の
地
位
は
、
経
済
社
会
政
策
の
側
面
か
ら
は
、
独
立
性
の
「
喪
失
」

か
ら
「
回
復(68)

」
へ
の
変
容
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
「
法
」
の
果
た
す
役
割
も
ま
た
、
自
由
貿
易
体
制
か
ら
の
一
定

の
離
脱
と
国
家
主
導
型
の
経
済
開
発
政
策
の
採
用
に
よ
っ
て
、
従
来
の
伝
統
的
な
形
式
主
義
的
法
律
観
（form

al legalism

）
か
ら

よ
り
道
具
主
義
的
な
そ
れ
へ
と
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
こ
そ
、「
法
と
開
発
」
が
「
ま
さ
に
第
三
世
界
の
た
め
擁
護
し
よ

う
と
し
た
方
向
性(69)

」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。 

 （
二
）「
国
家
」
と
「
外
資
」
の
関
係
性 

 　

国
家
主
導
型
開
発
政
策
に
お
け
る
法
の
性
格
は
、
し
か
し
な
が
ら
、 

あ
ら
ゆ
る

0

0

0

0 
低
開
発
国
家
に
お
い
て
同
一
に
把
握
さ
れ
る
わ
け
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で
は
な
い
。
法
の
実
効
性
に
お
い
て
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
従
属
論
の
な
か
に
も
諸
説
が
見
ら
れ
、

「
国
家
」
と
「
外
資
」（
そ
し
て
、
こ
れ
と
結
合
す
る
傾
向
に
あ
る
寡
頭
支
配
階
級
）
と
の
関
係
性
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
既
に
み
た
ス
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
る
類
型
に
お
い
て
、
国
内
の
支
配
階
級
の
利
益
を
代
弁
す
る
軍
事
政
権
の
存
在
に
よ
っ
て
、

国
家
の
潜
在
的
独
立
性
を
認
め
る
場
合
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
強
力
な
国
家
官
僚
制
が
国
内
の
支
配
階
級
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
家
の
独
立
性
が
否
定
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
外
資
規
制
に
お
け
る
法
の
実
効
性
は
、
当
該
国
家
の
政
治
経
済
的
力
お
よ

び
官
僚
制
の
存
在
を
前
提
と
し
う
る
限
り
に
お
い
て
、
外
資
と
の
関
係
で
は
必
ず
し
も
一
方
的
な
も
の
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
構
造
的
関
係
に
規
定
さ
れ
る(70)

。
例
え
ば
、
あ
る
低
開
発
国
家
の
外
資
法
や
国
内
資
源
、
ま
た
は
工
業
に
お
い
て
外
国
資
本
の
参
入

や
所
有
が
規
制
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
実
効
性
は
、
非
法
的
な
側
面
か
ら
根
拠
づ
け
ら
れ
た
力
関
係
に
依
存
し(71)

、
当
該
法
制

度
の
存
在
そ
の
も
の
か
ら
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
導
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 　

政
治
行
政
機
構
が
十
分
に
組
織
化
さ
れ
ず
、
経
済
力
に
お
い
て
も
脆
弱
な
国
家
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
法
的
規
制
手
段
の
実
効
性

を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
点
、
グ
リ
ン
バ
ー
グ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、「
法
と
開
発
」
研
究
が
道
具
と
し
て
の
法
の
概

念
を
強
調
し
た
背
景
に
は
、
規
制
さ
れ
て
い
な
い
外
資
か
ら
当
該
低
開
発
国
の
住
民
を
守
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
多
国
籍
企
業

の
利
益
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た(72)

。
つ
ま
り
、「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
の
推
進
者
た
ち
の 

意
図
と
は
関
わ
り
な

0

0

0

0

0

0

0

0

く0 

、
彼
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
法
の
道
具
主
義
的
概
念
は
、
国
家
主
導
型
の
資
本
主
義
的
経
済
発
展
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

低
開
発
諸
国
の
経
済
を
吸
収
す
る
ア
メ
リ
カ
企
業
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
適
合
的
な
も
の
で
あ
っ
た(73)

」
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

（
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
後
ろ
盾
と
）
他
国
を
従
属
さ
せ
る
だ
け
の
経
済
力
が
あ
れ
ば
、
大
企
業
は
、
小
規
模
の
経
済
活
動
に
お
け
る

国
家
の
介
入
に
対
す
る
法
的
保
護
は
必
要
で
は
な
く(74)

、
多
国
籍
企
業
は
、
国
家
お
よ
び
そ
の
国
内
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
吸
収
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
ら
が
裨
益
し
、
さ
ら
に
は
民
族
主
義
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
か
ら
当
該
企
業
を
守
り
、
国
有
化
の
危
険
性
を
軽
減
す
る
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こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る(75)

。
こ
の
文
脈
で
、
国
家
の
開
発
に
寄
与
し
、
外
国
投
資
の
法
律
問
題
の
処
理
能
力
を
有
す
る
法
律
家
養

成
を
目
的
と
し
た
、
一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
法
律
家
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム(76)

が
意
味
を
も
つ(77)

こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
、
そ

れ
が
「
反
共
政
策
」
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
以
上
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
を
モ
デ
ル
と
す
る
他

の
開
発
戦
略
が
考
慮
さ
れ
る
現
実
的
条
件
は
乏
し
か
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

お
わ
り
に 

 　

近
代
化
論
（
リ
ベ
ラ
ル
・
リ
ー
ガ
リ
ズ
ム
、「
法
と
開
発
」
研
究
／
運
動
）
が
法
を
「
開
発
の
た
め
の
手
段
」
と
捉
え
、
低
開
発

諸
国
に
お
け
る
「
発
展
」
を
積
極
的
か
つ
「
無
垢
に(78)

」
展
望
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
発
信
さ
れ
た

従
属
論
は
こ
れ
に
対
し
、「
開
発
」
を
必
要
と
す
る
当
該
国
家
の
現
実
的
基
礎
に
注
意
を
喚
起
し
、 

そ
の
限
り
で

0

0

0

0

0 

、
法
が
果
た
す
役
割

に
着
目
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
は
「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
の
中
心
的

推
進
者
に
よ
っ
て
「
死
亡
宣
告
」
が
な
さ
れ
た
前
者
に
せ
よ(79)

、
世
銀
や
I

M
F
と
い
っ
た
「
欧
米
主
導
集
団
」（W

estern-directed 

crow
d

）
の
間
で
は
ほ
と
ん
ど
影
響
力
を
も
ち
え
な
か
っ
た
後
者
に
せ
よ(80)

、
一
般
理
論
と
し
て
、
そ
の
後
の
開
発
法
学
の
基
礎
理
論

を
提
供
し
続
け
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
最
後
に
、
こ
の
二
つ
の
理
論
の
歴
史
的
変
遷
か
ら
窺
え
る
方
法
論
的
問
題
点
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
。 

 　

第
一
に
、「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
が
、
低
開
発
諸
国
に
対
し
て
欧
米
と
同
様
の
発
展
モ
デ
ル
を
措
定
し
え
た
背
景
に
は
、

そ
こ
で
い
う
「
法
」
を
生
み
出
し
た
「
西
欧
」
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
規
模
の
政
治
経
済
体
制
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
く
「
新
大
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陸
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
「
近
代
」
の
歴
史
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
想
起
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
自

ら
「
近
代
法
」
を
つ
く
り
出
せ
な
か
っ
た
国
に
お
い
て
は
、
植
民
地
時
代
か
ら
既
に
「
法
の
受
容
」
の
プ
ロ
セ
ス
は
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
法
分
野
に
お
け
る
「 

支
援
0

0 

」
と
い
う
法
現
象
の
性
格
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
う
し
た
歴
史
に
規
定
さ
れ
た
「
先
進

国
」
と
「
低
開
発
諸
国
」
の
存
在
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。 

 　

第
二
に
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
の
現
実
か
ら
発
さ
れ
た
従
属
論
は
、
そ
の
出
自
ゆ
え
に
、
内
部
に
「
低
開
発
性
」
を
め

ぐ
る
諸
説
の
存
在
を
許
容
す
る
も
の
と
な
る
一
方
で
、
国
際
政
治
経
済
的
な
場
面
で
は
、「
第
三
世
界
」
と
し
て
「
低
開
発
国
」
ゆ

え
の
勢
力
形
成
も
可
能
と
す
る
契
機
を
提
供
し
た
。
従
属
論
に
は
、
し
た
が
っ
て
、「
低
開
発
性
」
と
い
う
概
念
規
定
の
難
し
さ
と

併
せ
て(81)

、
そ
も
そ
も
、
歴
史
・
政
治
・
社
会
的
に
異
な
る
諸
国
を
「
第
三
世
界
」
と
し
て
抽
象
化
す
る
契
機
を
は
ら
ん
だ
と
こ
ろ
に
、

理
論
的
限
界
を
内
包
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
国
家
の
独
立
性
」
に
せ
よ
、
そ
れ
と
密
接
に
関
わ
る
外
資
と
民
族

資
本
と
の
関
係
に
お
け
る
「
法
の
役
割
」
の
問
題
に
せ
よ
、「
第
三
世
界
」
の
内
部
に
は
近
代
化
論
が
前
提
と
し
え
た
よ
う
な
同
質

性
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
冒
頭
で
引
い
た
ウ
ィ
ア
ル
ダ
が
、
従
属
論
に
お
け
る
「
パ
ワ
ー
エ
リ
ー

ト
」
や
「
階
級
対
立
」、
あ
る
い
は
近
代
化
論
に
お
け
る
「
成
長
段
階
」
や
「
発
展
段
階
」
の
概
念
が
、 

― 

い
く
つ
か
の
点
を
明

ら
か
に
す
る
上
で
有
用
だ
と
し
て
も 

― 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
「
無
縁
」（foreign

）
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
な
か
で
指

摘
し
た
次
の
点
は
、
な
お
想
起
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る 

― 
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
流
れ
を
汲
む
（
従
属
論
的
）
開
発
モ
デ
ル
で
あ
れ
、

非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
潮
流
の
（
近
代
化
論
的
な
）
そ
れ
で
あ
れ
、
い
ず
れ
も
高
度
に
西
欧
お
よ
び
ア
ン
グ
ロ
ア
メ
リ
カ
の
国
々
の
経

験
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
特
質
の
把
握
の
た
め
に

は
、
適
用
し
え
な
い
不
適
切
な
も
の(82)

」
で
あ
る
。 

 　

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
「
新
し
い
『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
が
「
研
究
」
の
名
に
値
す
る
と
す
れ
ば
、「
先
進
国
」
と
「
低
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開
発
諸
国
」
の
構
図
が
存
続
す
る
限
り
常
に
浮
上
す
る
で
あ
ろ
う
「
法
」
と
「
開
発
」
の
領
域
に
お
い
て
、
か
つ
て
の
理
論
的
陥
穽

は
乗
り
越
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
ふ
ぞ
ろ
い
の
低
開
発
国
の
法
と
社
会
の
実
態
を
解
明
す
る
個
別
具
体
的
な
理
論

枠
組
に
徹
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
「
一
般
理
論
」
構
築
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
ウ
ィ
ア
ル
ダ
の
含
意
は
首
肯
さ
れ
る
。
加
え
て
、
従

属
論
を
基
に
射
程
を
拡
げ
て
い
っ
た
諸
理
論
（
世
界
シ
ス
テ
ム
論
、
不
等
価
交
換
論
、
生
産
様
式
接
（
節
）
合
論
な
ど
）
の
妥
当
性

そ
の
も
の
へ
の
検
討
以
前
に
、
国
家
の
実
存
に
お
け
る
従
属
的
関
係
性
に
着
目
し
た
こ
の
理
論
の
原
点
に
立
ち
返
れ
ば
、
本
稿
冒
頭

に
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
「
米
州
関
係
の
分
析
枠
組
み
」
と
し
て
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
何
度
も
想
起
さ
れ
て
よ

い(83)

。
こ
の
理
論
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
出
自
と
す
る
所
以
で
も
あ
る
。
世
界
の
「
均
一
化
」
傾
向
を
強
め
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
弱

め
る
気
配
の
な
い
昨
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
下
で
、
今
や
明
ら
か
な
そ
の
「
主
導
者
」
の
国
家
的
行
動
に
鑑
み
れ
ば
な
お
の
こ
と
、

従
属
論
の
こ
の
含
意
は 

― 
ウ
ィ
ア
ル
ダ
の
警
鐘
と
と
も
に 

― 

、
等
閑
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
原
意
で
も
あ
る
。 

 

注 

⑴   

筆
者
は
以
前
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
か
け
て
の
「
法
と
開
発
」
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
（
と
り
わ
け
ブ
ラ
ジ
ル
お
よ
び
チ
リ
）
に
お
け

る
展
開
過
程
を
素
材
に
し
て
、「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
現
実
の
文
脈
に
位
置
づ
け
て
捉
え
る
た
め
に
必
要
な
視
点
」
を
提
起
す
る
こ
と
を
、「
序
論
的

考
察
」
と
し
て
試
み
た
（
川
畑
博
昭
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動 

― 

序
論
的
考
察 

― 

」
社
会
体
制
と
法
研
究
会
『
社

会
体
制
と
法
』
第
五
号
、
二
〇
〇
四
年
、
六
三
〜
七
五
頁
）。
な
お
、
以
下
の
叙
述
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
「
法
と
開
発
」
を
め
ぐ
る
「
研

究
」（Studies

）
が
、
常
に
「
運
動
」（m

ovem
ent

）
と
し
て
の
実
践
の
側
面
を
併
せ
持
ち
な
が
ら
進
展
し
て
い
っ
た
と
い
う
認
識
か
ら
、
し
ば
し
ば
「
法

と
開
発
」
研
究
／
運
動
」
と
表
記
す
る
が
、
文
脈
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
を
単
に
「
研
究
」
あ
る
い
は
「
実
践
」
と
表
記
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
前
掲
拙
稿
、
七
一
頁
、
注
⑴
も
参
照
さ
れ
た
い
。 
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⑵   
H

ow
ard J. W

iarda, “Tow
ard a Fram

ew
ork for the Study of Political C

hange in the Iberic-Latin Tradition: The C
orporative M

odel ”, in 

 W
orld P

olitics , X
X

V, 1973, p. 232. 

こ
う
し
て
ウ
ィ
ア
ル
ダ
は
、
国
家
有
機
体
説
を
下
敷
き
に
し
て
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
の
政
治
社
会
的
特
質
を
織
り
込

ん
だ
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論
を
提
唱
し
、
い
わ
ば
「
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
的
特
殊
性
」
を
強
調
し
た
。
な
お
、
ウ
ィ
ア
ル
ダ
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論
に
つ

い
て
は
、
参
照
、
松
下
洋
『
ペ
ロ
ニ
ズ
ム
・
権
威
主
義
と
従
属
』
有
信
堂
、
一
九
八
七
年
、
二
二
〜
五
七
頁
。 

⑶   
Jam

es A
. G

ardner,  Legal Im
perialism

-A
m

erican Law
yers and F

oreign A
id in Latin A

m
erica , The U

niversity of W
isconsin Press, 1980, p. 

27. 

⑷   

も
と
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
途
上
国
へ
の
法
支
援
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
と
り
わ
け
イ
ン
ド

を
中
心
に
ア
ジ
ア
で
、
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
一
九
六
〇
年
代
初
め
に
は
ア
フ
リ
カ
で
も
展
開
さ
れ
た
。
参
照
、Jam

es A
. G

ardnaer, op. cit., pp. 39 

―

 44. 

⑸   

こ
う
し
た
見
解
は
、
松
尾
弘
教
授
に
よ
っ
て
、「
あ
く
ま
で
も
大
ま
か
に
で
は
あ
る
が
」
と
断
り
つ
つ
、
展
開
さ
れ
て
い
る
〔
松
尾
弘
「『
法
と
開
発

研
究
』
と
は
何
か
」「
社
会
体
制
と
法
」
研
究
会
『
社
会
体
制
と
法
』
第
五
号
（
二
〇
〇
四
年
）、
五
四
頁
〕。
右
論
文
の
ほ
か
、
参
照
、
同
「
法
と
開
発

研
究
の
展
開 

― 

最
近
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
て 

― 
」
名
古
屋
大
学
法
政
国
際
教
育
協
力
研
究
セ
ン
タ
ー
ほ
か
編
『
名
古
屋
大
学
ア
ジ
ア
法
整
備
支
援

研
究
会
報
告
集
』（
二
〇
〇
三
年
）
お
よ
び
同
「
開
発
と
法
制
度
」
森
川
俊
孝
ほ
か
編
『
開
発
協
力
の
法
と
政
治 

― 

国
際
協
力
研
究
入
門 

― 

』（
国
際

協
力
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。
以
上
の
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
松
尾
弘
『
良
い
統
治
と
法
の
支
配 

― 

開
発
法
学
の
挑
戦
』（
日
本
評
論
社
、

二
〇
〇
九
年
）
お
よ
び
同
『
開
発
法
学
の
基
礎
理
論

―
良
い
統
治
の
た
め
の
法
律
学
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
）。
併
せ
て
、
鮎
京
正
訓
『
法
整
備

支
援
と
は
何
か
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）、
ま
た
「
新
た
な
『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
に
関
し
て
は
、
中
越
淳
夫
「
法
と
開
発
に
お

け
る
『
新
し
い
法
と
開
発
運
動
』
の
展
開
」『
横
浜
国
際
経
済
法
学
研
究
』
九
巻
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
も
参
照
。 

⑹   

こ
の
点
、
従
属
論
の
台
頭
期
を
法
と
開
発
研
究
の
「
第
二
期
・
第
二
波
」
と
位
置
づ
け
る
松
尾
教
授
は
、
前
者
が
後
者
を
「
全
面
的
に
支
配
し
た
わ
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け
で
は
な
」
く
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
国
の
開
発
政
策
に
は
「
必
ず
し
も
決
定
的
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
」
と
す
る
（
松
尾
、
前
掲
書
、

一
三
〇
頁
）。
ま
た
、
香
川
孝
三
・
金
子
由
芳
『
法
整
備
支
援
論 

― 

制
度
構
築
の
国
際
協
力
入
門
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）、
四
〜
五
頁

は
従
属
論
を
、法
と
開
発
運
動
へ
の
批
判
的
意
味
を
担
っ
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
安
田
信
之『
開
発
法
学
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
五
年
）、

七
〜
八
頁
は
こ
の
動
き
を
、
法
と
開
発
研
究
が
後
退
し
た
の
ち
の
従
属
論
の
影
響
を
受
け
た
第
三
世
界
法
学
の
潮
流
に
あ
る
と
見
る
。 

⑺   

松
下
、
前
掲
書
、
五
九
頁
。 

⑻   

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
原
田
金
一
郎
『
周
辺
資
本
主
義
論
序
説
』（
藤
原
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
一
一
七
〜
一
五
〇
頁
に
現
代
の
理

論
的
動
向
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

⑼   

松
下
、
前
掲
書
、
五
九
〜
六
〇
頁
。 

⑽   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 725. 

⑾   

周
知
の
と
お
り
、
ケ
ネ
デ
ィ
元
大
統
領
は
、
当
時
の
「
東
西
」
冷
戦
構
造
の
下
で
オ
リ
バ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ス
卿
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
南
北
」

問
題
を
背
景
に
、
先
進
国
の
国
民
所
得
の
一
％
を
途
上
国
へ
移
転
し
、
途
上
国
の
年
間
五
％
以
上
の
成
長
率
を
打
ち
出
し
た
。
ま
た
同
政
権
の
下
で
、

一
九
五
九
年
の
キ
ュ
ー
バ
革
命
が
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
へ
飛
び
火
す
る
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
「
ア
メ
リ
カ
の
裏
庭
」
と
目
さ
れ
て
い

た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
路
線
を
目
指
す「
進
歩
の
た
め
の
同
盟
」（A

lianza para Progreso/A
lliance for Progress

）（
一
九
六
一
）や
、そ
れ
に
よ
っ

て
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
米
州
開
発
銀
行
（
一
九
五
九
年
設
立
、
六
〇
年
業
務
開
始
）
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
開
発
援
助

に
お
け
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
重
要
性
の
高
ま
り
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

⑿   
D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, “Scholars in Self-Estrangem

ent: Som
e R

eflections on the C
risis in Law

 and D
evelopm

ent 

Studies in the U
nited States ”, in  Law

 and Society , vol. 1974, N
o. 4, 1974, p. 1065; Jam

es A
. G

ardner, op. cit., pp. 27 

― 29. 

⒀   
D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit., p. 1063. 
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⒁   
D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit., p. 1065. 

⒂   
一
九
六
二
年
に
当
時
の
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
所
の
ダ
グ
ラ
ス
裁
判
官
が
、
第
三
世
界
に
お
い
て
共
産
主
義
が
独
自
の
教
義
を
拡
め
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
法
律
家
に
と
っ
て
、
新
た
な
支
援
分
野
（field of service

）
が
存
在
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
演
説
を
行
っ

た
が（W

illiam
 O

. D
ouglas, “Law

yers of the Peace C
orps ”, in  A

. B
. A

. J.  48, 909, p. 909, (1962), in Jam
es A

. G
ardner, op. cit., p. 37

）、ガ
ー

ド
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
一
九
六
〇
年
代
初
期
の
ア
メ
リ
カ
の
「
法
と
開
発
」
運
動
を
特
徴
づ
け
た
（Jam

es A
. G

ardner, op. cit., p. 

38

）。 

⒃   
D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit., p. 1066. 

例
え
ば
、
一
九
六
五
年
に
U
S
A
i
d
に
よ
っ
て
コ
ス
タ
リ
カ
で
、
一
九
六
六
年
に
は

フ
ォ
ー
ド
財
団
お
よ
び
U
S
A
i
d
の
支
援
に
よ
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
一
九
六
七
年
に
は
フ
ォ
ー
ド
財
団
に
よ
っ
て
チ
リ
で
、
一
九
六
九
年
に
は
フ
ォ
ー

ド
財
団
（
の
ち
に
U
S
A
i
d
）
の
財
政
支
援
に
よ
っ
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
始
さ
れ
た
（Ibid. and see especially note 13.

）。
併
せ
て
、

Jam
es A

. G
ardner, op. cit. 

も
参
照
。
ま
た
ブ
ラ
ジ
ル
お
よ
び
チ
リ
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
、
注
⑴
、
六
四
〜
六
六
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

⒄   
D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit., p. 1063. 

⒅   
Ibid; Jam

es A
. G

ardner, op. cit., p. 35; Francis G
. Snyder, op. cit., p. 729. 

⒆   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 729. 

⒇   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 728; John H
enry M

ER
RY

M
A

N
, « C

om
parative Law

 and Social C
hange: O

n the O
rigins, Style, D

ecline 

&
 R

evival of the Law
 and D

evelopm
ent M

ovem
ent ”, in  The A

m
erican Journal of C

om
parative Law

 , Vol. 25 (1977), p. 475. 

21   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 729. 

22   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 726. 

23   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 729. 
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24   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 730. 
25   

Francis G
. Snyder, op. cit., p. 731. 

こ
の
点
は
、
次
に
述
べ
る
ト
ゥ
ル
ー
ベ
ッ
ク
お
よ
び
ギ
ャ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
リ
ベ
ラ
ル
・
リ
ー
ガ
リ
ズ
ム
」

を
典
型
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

26   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 729; D
avid M

. Trubek and M
arc G

alanter, op. cit., p. 1070. 

こ
れ
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
、
そ

れ
は
理
論
と
し
て
明
確
に
統
合
さ
れ
て
い
る
（articulated

）
必
要
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
非
理
論
的
な
法
学
研
究
に
お
い
て
暗
黙
の
理
論
と
し
て
作
用

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
（D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit., p. 1069, note 21

）。 

27   
D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit., pp. 1070 

― 1071. 

28   

以
下
に
つ
い
て
は
、
参
照
、D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit., pp. 1071 

― 1072. 

29   

以
下
に
つ
い
て
は
、
参
照
、D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit., pp. 1073 

― 1074. 

30   

こ
の
点
に
関
し
て
、
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
、「
…
…
法
と
開
発
の
関
係
に
つ
い
て
の
リ
ベ
ラ
ル
・
リ
ー
ガ
リ
ズ
ム
の
仮
説
は
あ
ま
り
に
も
茫
漠
と
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
開
発
の
意
味
は
一
般
的
な
定
義
に
お
い
て
の
み
示
さ
れ
、
社
会
的
お
よ
び
経
済
的
要
因
へ
の
言
及
を
一
切
欠
い
て
い
た
」
と
述
べ
る
（C

f : 

Francis G
. Snyder, op. cit., p. 727

）。 

31   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 727. 

32   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 733. 

こ
う
し
た
認
識
を
決
定
づ
け
、「
法
と
開
発
」
研
究
に
「
死
亡
宣
告
」
を
し
た
の
が
、
一
九
七
四
年
に
ト
ゥ
ル
ー

ベ
ッ
ク
お
よ
び
ギ
ャ
ラ
ン
タ
ー
の
共
同
論
文
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit. pp. 1063 

―

 1064

）。
し
か
し
、
の
ち
に
見
る
よ
う
に
、「
死
亡
宣
告
」
を
行
っ
た
同
じ
論
者
に
よ
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
展
開
さ
れ
る
「
新
た
な
『
法
と
開
発
』

研
究
／
運
動
」
の
展
開
か
ら
、一
九
七
四
年
当
時
の
「
死
亡
宣
告
」
は
、実
は
「
法
と
開
発
」
の
担
い
手
の
単
な
る
「
集
団
『
失
踪
宣
言
』」
で
あ
り
、「
新

た
な
『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
に
よ
っ
て
、「
宣
言
」
の
「
取
消
」
が
行
わ
れ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
〔
松
尾
、
前
掲
論
文
（
二
〇
〇
四
年
）、
五
一
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〜
五
二
頁
〕。 

33   
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、例
え
ば
、参
照
、David M

. Trubek and M
arc G

alanter, op. cit., pp. 1080 

― 1100; 

松
尾
、前
掲
論
文「
開
発
と
法
制
度
」

（
二
〇
〇
四
年
）、
一
三
二
頁
。 

34   
D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit., pp. 1085 

― 1086. 

35   

こ
の
点
、B

rian Z. Tam
anaha, “Lessons of Law

-and-D
evelopm

ent Studies ”, in The A
m

erican Journal of international R
eview

, Vol. 89 

(1995), p. 477

は
、
近
代
化
論
が
残
し
た
空
白
を
従
属
論
が
埋
め
る
の
は
一
九
七
〇
年
代
半
ば
と
す
る
。
ま
た
、
松
尾
（
前
掲
注
⑹
の
諸
論
文
）
は
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
従
属
論
お
よ
び
そ
れ
に
立
脚
し
た
一
九
七
〇
年
代
を
「
法
と
開
発
」
の
「
第
二
波
・
第
二
期
」
と
位
置
づ
け
る
が
、
以
下
の
行
論
で

述
べ
る
背
景
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
少
な
く
と
も
既
に
そ
の
萌
芽
は
見
ら
れ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

36   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 727. 

37   

例
え
ば
、
一
九
六
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
チ
リ
を
中
心
と
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
型
（
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
型
）

法
学
教
育
の
導
入
を
試
み
た
際
、
そ
れ
ま
で
（
そ
し
て
現
在
で
も
な
お
）
同
地
域
に
存
在
し
続
け
て
い
た
の
は
、
植
民
地
時
代
に
ま
で
遡
る
「
権
威
の
あ

る
学
者
に
よ
る
講
義
」（clase m

agistral

）
の
実
態
で
あ
っ
た
（C

f: Jam
es A

. G
ardner, op. cit., p. 55; D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. 

cit., p. 1066, note 13

）。
そ
こ
で
は
当
該
教
授
の
格
調
高
い
講
義
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
を
拝
聴

0

0

す
る
学
生
の
姿
勢
が
要
求
さ
れ
る
。 

  
 

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
失
敗
の
経
験
を
生
か
し
つ
つ
、
二
〇
〇
〇
年
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
に
設
立
さ
れ
た
の
が
ジ
ェ
ト
ゥ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
財
団

法
科
大
学
（Escola de D

ireito da Fundação G
etúlio Vargas

）
で
あ
る
。
同
大
学
院
研
究
科
長
の
オ
ス
カ
ー
ル
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
（O

scar V
ilhena 

V
ieira

）
教
授
に
よ
れ
ば
、
同
大
学
院
が
目
指
す
法
学
教
育
は
法
と
開
発
運
動
の
再
現
で
は
な
く
、
従
属
論
が
含
意
し
て
い
た
方
法
論
的
要
請
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
教
義
的
次
元
に
と
ど
ま
ら
な
い 

― 

広
く
経
済
、
政
治
、
社
会
、
文
化
と
い
っ
た
法
学
の
隣
接
科
学
の
成
果
を
摂
取
し
た 

― 

法
の
把
握

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
開
発
を
社
会
生
活
の
様
々
な
領
域
の
統
合
過
程
お
よ
び
人
間
の
必
要
性
を
充
足
す
る
も
の
と
捉
え
、
よ



846法政論集　255号（2014）

論　　説

り
具
体
的
に
は
「
個
人
の
選
択
と
行
動
の
自
由
の
拡
大
」
と
解
す
る
が
ゆ
え
に
、
道
具
主
義
的
な
法
の
役
割
の
み
の
強
調
で
は
な
く
、
法
と
法
制
度
自

体
に
価
値
が
見
出
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
に
よ
る
〔O

scar V
ilhena V

ieira, “R
epensando as relações entre direito e desenvolvim

ento ”, palestra 

proferida no Sim
pósio Internacional  D

ireito e D
esenvolvim

ento na A
m

érica do Sul, um
 diálogo entre B

rasil e Japão , Faculdade de D
ireito 

da U
niversidade de N

agoya, 30 de outubro de 2010

（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
名
古
屋
大
学
法
学
部
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『「
法

と
開
発
」
を
め
ぐ
る
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
の
対
話
』
の
際
に
配
布
さ
れ
た
ヴ
ィ
ィ
エ
イ
ラ
教
授
の
報
告
（「
法
と
開
発
の
関
係
性
の
再
考
」）
要
旨
よ
り
）〕。 

38   
Jam

es A
. G

ardner, op. cit., p. 39. 

39   

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
多
く
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
採
用
す
る
「
大
統
領
制
」
は
、
憲
法
史
的
に
は
異
な
る
歴
史
的

課
題
を
背
負
っ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
植
民
地
と
し
て
独
立
を
果
た
し
た
ア
メ
リ
カ
の
統
治
機
構
が
大
い
に
参
考
と
さ
れ
た
と
の

認
識
が
根
強
い
。
一
例
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
含
め
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
規
模
で
一
九
七
四
年
に
結
成
さ
れ
た
憲
法
学
会
イ

ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
協
会
（Instituto Iberoam

ericano de D
erecho C

onstitucional

、
そ
の
学
術
大
会
と
し
て
の
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
会

C
ongreso Iberoam

ericano de D
erechoC

onstitucional

）
の
テ
ー
マ
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
。
参
照
、U

niversidad N
acional A

utónom
a de M

éxico/ 

Instituto Iberoam
ericano de D

erechoC
onstitucional,  Instituto Iberoam

ericano de D
erecho C

onstitucional 1974 

― 2004 , Instituto de 

InvestigacionesJurídicas, M
éxico, 2004. 

  
 

も
っ
と
も
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
憲
法
制
定
に
お
け
る
外
部
か
ら
の
「
影
響
」
と
い
う
点
は
、
ア
メ
リ
カ
一
国
の
み
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
例
え
ば
、
人
権
規
定
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
の
革
命
に
よ
る
歴
史
的
経
験
が
「
参
考
」
と
さ
れ
て
い
た
と
見
る
の
が
、
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
憲
法
学
の
主
流
で
あ
る
。
こ
の
点
も
、
前
掲
のU

niversidad N
acional A

utónom
a de M

éxico/ Instituto Iberoam
ericano de D

erecho 

C
onstitucional, op. cit. 

か
ら
窺
え
る
。 

40   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 740. 

ま
た
、
恒
川
恵
市
「
従
属
ア
プ
ロ
ー
チ
の
発
展
と
現
状 

― 

A
・
G
・
を
こ
え
て 

― 

」『
思
想
』（
一
九
八
〇
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847

年
七
月
）、
六
四
頁
も
参
照
。 

41   
キ
ュ
ー
バ
で
の
革
命
が
浮
き
彫
り
に
し
た
「
封
建
主
義
」
お
よ
び
「
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
参
照
、
恒
川
、
前
掲
論
文
、

六
六
〜
六
七
頁
。 

42   

伝
統
的
に
第
一
次
産
品
輸
出
依
存
型
の
経
済
構
造
を
も
つ
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
な
か
に
は
、
世
界
恐
慌
に
よ
る
大
打
撃
を
も
ろ
に
受
け
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
に
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
を
採
用
し
て
い
た
国
も
あ
っ
た
が
、
本
格
的
に
は
、
国
連
連
中
南
米
経
済

委
員
会
の
初
代
委
員
長
を
務
め
た
ア
ル
ゼ
ン
テ
ィ
ン
出
身
の
経
済
学
者
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
（R

aúl Prebisch

）
が
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
が
進
め
た
G
A
T
T
体

制
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
輸
入
代
替
工
業
化
を
擁
護
す
る
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
れ
は
、
工
業
製
品
の
輸
出
に
特
化
し
た
「
中
央
」
た
る
先
進
国
と
、
第
一

次
産
品
の
生
産
・
輸
出
に
特
化
す
る
「
周
辺
」
と
い
っ
た
国
際
分
業
体
制
を
も
た
ら
す
自
由
貿
易
経
済
に
お
い
て
、
前
者
が
後
者
よ
り
も
い
っ
そ
う
裨
益

し
、
第
一
次
産
品
の
交
易
条
件
が
長
期
的
に
は
悪
化
す
る
傾
向
が
あ
る
な
か
で
、
当
該
経
済
体
制
に
よ
っ
て
貿
易
国
間
に
平
等
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
と
し
て
、「
中
央
―
周
辺
」
の
構
造
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
は
他
の
従
属
論
者
と
は
異
な
り
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

の
低
開
発
の
原
因
を
資
本
主
義
の
構
造
そ
の
も
の
に
は
求
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
外
資
や
援
助
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
工
業
化
に
資
す
る
限
り
で
、
そ
の

導
入
を
認
め
て
い
た
。
以
上
の
点
に
関
し
て
は
、
参
照
、
松
下
、
前
掲
書
、
六
二
〜
六
三
頁
、
お
よ
び
恒
川
、
前
掲
論
文
、
六
五
頁
。 

43   

以
下
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
松
下
、
前
掲
書
、
六
一
〜
六
二
頁
、
お
よ
び
恒
川
、
前
掲
論
文
、
六
八
頁
。 

44   

例
え
ば
、
松
下
、
前
掲
書
、
六
一
頁
は
、
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
を
穏
健
派
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
経
済
学
者
フ
ラ
ン
ク
（A

ndre G
. Frank

）
急
進
派
と
位
置

づ
け
、
そ
れ
ら
の
間
に
中
間
派
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
社
会
学
者
カ
ル
ド
ー
ゾ
（H

enrique F. C
ardoso

）
を
据
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
恒
川
、
前

掲
論
文
に
お
い
て
は
、フ
ラ
ン
ク
、チ
リ
出
身
の
経
済
学
者
ス
ン
ケ
ル
（O

svaldo Sunkel

）、カ
ル
ド
ー
ゾ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
六
九
〜
七
六
頁
）。 

45   

従
属
論
者
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
マ
ル
ク
ス
主
義
的
方
法
を
前
提
と
す
る
こ
と
か
ら
（Francis G

. Snyder, op. cit., pp. 737 

― 738

）、
法
は
、
下
部

構
造
に
屹
立
す
る
上
部
構
造
に
属
す
る
と
見
る
側
面
を
強
調
す
る
（B

rian Z. Tam
anaha, op. cit., p. 479

）。 
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46   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 761; B
rian Z. Tam

anaha, op. cit., p. 479. 
47   
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
武
力
闘
争
に
よ
る
世
界
資
本
主
義
の
打
破
と
社
会
主
義
の
樹
立
の
政
治
戦
略
は
も
っ
と
も
急
進
的
な
従
属
論
の
系
譜
だ
と
し

て
も
、そ
の
他
の
論
者
も
、民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
や
外
資
に
よ
る
「
開
発
」
戦
略
を
描
い
て
お
り
、そ
れ
が
「
法
」
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
の
ち
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
従
属
論
に
お
け
る
法
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
ス
ナ
イ
ダ
ー
自
身
、
低
開
発
国
家
に

お
け
る
法
の
研
究
が
、
理
論
的
に
適
切
か
つ
（
お
そ
ら
く
）
実
践
的
に
も
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
既
存
の
正
統
な
学
問
領
域
を
超
え
、
マ
ル
ク
ス
主
義

政
治
経
済
学
の
枠
組
み
の
な
か
で
諸
問
題
を
再
定
式
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
つ
つ
、「
学
者
は
、
法
的
形
態
お
よ
び
理
念
が 

二
次
的

0

0

0 

で
あ
り
、
最
終
的

に
は 

派
生
的

0

0

0 

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
（C

f: Francis G
. Snyder, op. cit., p. 780

）。 

48   

管
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
、Francis G

. Snyder, op. cit.; R
obert B

. Seidm
an,  The State, Law

 and D
evelopm

ent , C
room

 H
elm

, London, 

1978; D
avid F. G

reenberg, “Law
 and D

evelopm
ent in Light of D

ependency Theory ”, in R
esearch in  Law

 and Sociology , 3 (1980) （
た
だ
し
、

本
稿
で
は
、A

nthony C
arty,  Law

 and D
evelopm

ent,  Legal C
ultures, Vol. 2, D

artm
outh, 1992, pp. 89 

― 119

所
収
の
も
の
を
参
照
し
、
引
用
頁
番

号
は
こ
れ
に
よ
る
）で
あ
る
。
グ
リ
ン
バ
ー
グ
は
同
書
に
お
い
て
、「
従
属
論
は
、特
に
周
辺
資
本
主
義
に
お
け
る
法
の
役
割
を
提
示
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
般
的
枠
組
み
に
よ
っ
て
、
法
と
経
済
発
展
の
関
係
が
、
周
辺
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仮
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独
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あ
り
、
か
え
っ
て
階
級

対
立
を
一
時
的
に
隠
蔽
す
る
も
の
と
し
て
作
用
す
る
と
の
批
判
が
向
け
ら
れ
る
（C

f: Francis G
. Snyder, op. cit., pp. 763 

― 764

）。 
51   
こ
の
立
場
は
カ
ル
ド
ー
ゾ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
ブ
ラ
ジ
ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
（C

f: Francis G
. Snyder, op. cit., pp. 764 

― 765

）、
ア
ル
ゼ
ン

テ
ィ
ン
や
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
な
か
で
も
工
業
国
に
属
す
る
現
実
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
参
照
、
松
下
、
前

掲
書
、
特
に
六
五
頁
以
下
。 

52   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 764. 

53   

こ
の
点
、
松
下
、
前
掲
書
、
六
五
頁
は
、「
フ
ラ
ン
ク
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
衛
星
と
し
て
一
括
し
て
扱
い
、
域
内
の
差
異
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
る

の
に
対
し
て
、
カ
ル
ド
ー
ゾ
は
、
域
内
の
差
異
を
重
視
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。「
一
括
化
」
の
傾
向
は
従
属
論
全
般
に
見
ら
れ
る
だ
け
に
、
留
意
し

て
お
い
て
よ
い
点
で
あ
る
。 

54   

参
照
、
松
下
、
同
上
。 

55   
Francis G

. Snyder, op. cit., pp. 764 

― 765. 

56   

以
上
は
、Francis G

. Snyder, op. cit., p. 765. 

57   
Francis G

. Snyder, op. cit., p. 767. 

58   
Francis G

. Snyder, op. cit., pp. 767 

― 771. 

59   

こ
れ
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
⑸
の
諸
論
文
を
参
照
。 

60   

川
畑
博
昭
『
共
和
制
憲
法
原
理
の
な
か
の
大
統
領
中
心
主
義 

― 

ペ
ル
ー
に
お
け
る
そ
の
限
界
と
可
能
性
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）
は
、 

一0

国
内
0

0 

の
統
治
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
な
大
統
領
中
心
主
義
を
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
を
規
定
し
て
き
た
一
九
〜
二
〇
世
紀
の 

国
際
政
治
経
済
体

0

0

0

0

0

0

0

制
の
文
脈

0

0

0

0 

に
位
置
づ
け
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。 



850法政論集　255号（2014）

論　　説

61   
D

avid F. G
reenberg, op. cit., p. 104. 

62   
Ibid. 

63   
矢
谷
通
朗
「
第
七
章
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
」
安
田
信
之
編
『
第
三
世
界
開
発
法
学
入
門
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
二
年
）、
一
六
九
頁
。
な
お
、

こ
う
し
た
国
際
経
済
構
造
の
下
で
、
の
ち
に
ふ
れ
る
一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
は
、
第
一
次
産
品
の
交
易
条
件
は
工
業
製
品
に
比
べ
る
と
、
よ
り
長
期
的

に
は
変
動
に
さ
ら
さ
れ
悪
化
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
、
従
属
論
の「
嚆
矢
」と
さ
れ
る
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
の
理
論
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

  
 

な
お
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
「
寡
頭
支
配
階
級
」
と
い
う
場
合
、
そ
れ
が
、
歴
史
的
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
旧
宗
主
国
の
植
民
者
を

中
心
に
形
成
さ
れ
て
き
た
点
（
そ
れ
ゆ
え
に
存
在
す
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
種
的
要
素
と
経
済
的
地
位
が
結
び
つ
い
た
階
層
化
社
会
）
は
、
そ

う
し
た
現
象
が
僅
か
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
他
の
植
民
地
国
家
に
お
け
る
国
内
の
支
配
階
級
の
形
成
の
仕
方
と
の
相
違
を
強
調
す
る
効
果
を
も
つ
。 

64   

同
じ
従
属
論
の
な
か
で
も
、
独
立
お
よ
び
国
内
階
級
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
異
な
る
歴
史
的
過
程
を
た
ど
っ
て
き
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
一
定
の
相
対
的

独
立
性
が
認
め
ら
れ
る
点
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
。 

65   

恒
川
、
前
掲
論
文
、
六
五
頁
。 

66   
D

avid F. G
reenberg, op. cit., p. 106. 

67   
Ibid. 

68   

こ
の
点
は
、
国
家
の
経
済
活
動
へ
の
介
入
と
そ
れ
に
伴
う
国
内
法
の
整
備
に
よ
っ
て
、
様
々
な
経
済
活
動
や
取
引
を 

規
制

0

0 

す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

「
む
し
ろ
経
済
発
展
の 

促
進

0

0 

を
め
ざ
す
国
家
の
経
済
政
策
を
規
制
す
る
法
、
す
な
わ
ち
『
開
発
の
法
』（derecho de desarrollo

）」（
傍
点
は
引
用
者
）
と

い
わ
れ
る
側
面
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
参
照
、
矢
谷
、
前
掲
論
文
、
一
七
一
頁
）。 

69   
D

avid F. G
reenberg, op. cit., p. 108. 

70   
D

avid F. G
reenberg, op. cit., p. 109. 

グ
リ
ン
バ
ー
グ
は
、
こ
れ
に
対
し
て
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
の
例
を
引
き
つ
つ
、
こ
の
点
を
指
摘
す
る
。 



「法と開発」における従属論の位相（川畑）

851

71   
Ibid. 

72   
D

avid F. G
reenberg, op. cit., p. 109. 

グ
リ
ン
バ
ー
グ
は
、
こ
れ
に
続
け
て
、
そ
も
そ
も
、
か
つ
て
米
国
に
お
い
て
す
ら
、
大
企
業
が
国
家
の
規
制

を
く
ぐ
り
抜
け
、
そ
れ
ら
が
法
的
規
制
手
段
を
競
争
の
減
少
お
よ
び
利
益
増
大
の
た
め
に
利
用
し
、
世
論
に
対
し
て
は
、
経
済
活
動
（business

）
は
国

家
の
規
制
の
下
で
開
か
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
言
説
を
流
布
さ
せ
て
い
た
と
述
べ
る
（ibid.

）。 

73   
Ibid. 

74   
D

avid F. G
reenberg, op. cit., pp. 109 

― 110. 

そ
れ
は
む
し
ろ
、
形
式
主
義
的
法
律
観
お
よ
び
自
由
放
任
主
義
の
下
で
示
さ
れ
た
必
要
性
で
あ
っ
た

（D
avid F. G

reenberg, op. cit., p. 110

）。 

75   
D

avid F. G
reenberg, op. cit., p. 110. 

76   

と
り
わ
け
ブ
ラ
ジ
ル
お
よ
び
チ
リ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
前
掲
注
⑴
、
六
四
〜
六
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

77   
D

avid F. G
reenberg, op. cit., p. 110. 

グ
リ
ン
バ
ー
グ
は
、「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
の
推
進
者
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
当

該
低
開
発
諸
国
の
利
害
と
対
立
す
る
も
の
と
見
な
す
必
要
は
な
く
、
そ
の
よ
う
に
認
識
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
述
べ
る
（ibid.

）。 

  
 

こ
の
点
に
関
し
て
、
カ
ー
ド
ゥ
ナ
ー
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
律
家
エ
リ
ー
ト
集
団
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
と
一
致
す
る
利
害
が
存

在
し
て
い
た
点
を
指
摘
す
る
（Jam

es A
. G

ardner, op. cit., pp. 286 

― 288

）。
ま
た
、
拙
稿
、
前
掲
注
⑴
、
六
七
〜
六
八
頁
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。 

78   
Jam

es A
. G

ardner, op. cit., p. 285. 

同
箇
所
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「『
法
と
開
発
』
研
究
／
運
動
」
に
お
け
る
低
開
発
諸
国
に
対
す
る
認
識
が
、「
無
垢

だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
決
し
て
不
誠
実
な
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
（[it] m

ay have been ingenuous but it w
as not insincere

）」
と
評
価
さ

れ
て
い
る
点
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、「
法
と
開
発
」
の
歴
史
は
、
そ
の
主
体
の
主
観
的
意
図
を
超
え
て
、
そ
れ
が
客
観
的
に
如
何
な

る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
側
面
か
ら
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
拙
稿
、
前
掲
注
⑴
、
七
〇
〜
七
一
頁
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。 

79   
D

avid M
. Trubek and M

arc G
alanter, op. cit. 



852法政論集　255号（2014）

論　　説

80   
B

rian Z. Tam
anaha, op. cit., pp. 478 

― 479. 
81   
恒
川
、
前
掲
論
文
、
八
〇
〜
八
二
頁
。 

82   
H

ow
ard J. W

iarda, “Law
 and Political D

evelopm
ent in Latin A

m
erica: Tow

ard a Fram
ew

ork for A
nalysis ”, in  The A

m
erican Journal of 

C
om

parative Law
 , Vol. 19, 1971, p. 437. 

も
と
よ
り
、
こ
の
点
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
国
々
に
お
い
て
も
妥

当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

83   

参
照
、
松
下
、
前
掲
書
注
⑼
。 


